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賦
役
と
.厲
川
労
働
の
比
|1
1
の
問
題
、

ヒ

ル

ト

ン

の

い

 

う
南
部
及
び
朿
部
の「

典
型
的」

な
大
規
模
な
教
会
領

.

.か
ら
.の
.■「

諸
偏
莖」

-

-「

.(!
:

営

地

経

営

が

わ

ず

か

し

か
お
こ
な
わ
れ
ず
、
賦
役
制
度
の
発
展
が
弱
く
、
貨 

幣
地
代
が
優
勢
で
あ
り
、
雇
傭
労
働
が
.大
き
な
.：役
割
，
 

を
は
た
レ
て
.1-
.
る
.中
規
模
な
ら
び
に
小
規
模
の
封
建 

的
領
有
地
が
優
勢
で
あ
る
.

」
：

レへK

タ
丨
シ
.ャ
ー
の
諸 

マ
ナ
ー
で
は
、
.:「

農
民
的
所
有
の
移
動
と
集
積
、農
民 

層
.の
階
級
分
化
、
' 
し
'た
.い
に
久
ェ
シ
ト
リ
ー
の
地
位
：. 

に
移
行
し
つ
つ
あ
る
^
ぽ
層
の
上
層
部
の
分
離
、
：経 

済
活
動
か
ら
の
封
建
領
主
の
疎
遠
化
と
：い
う
よ
う
な 

现
象
が
.a：
-り
い
.っ
そ
う
明
瞭
'に
み
と
め
ら
れ
る」
と 

い
う
指
摘
は
、.
我
が
国
で
も
い
ち
早
く
消
化
^
れ
て
. 

い
る
取
突
で
あ
る
。
.
«
'一
論
X
 

.

「

.一，
四
世
紀
な
ら
び
，
 

.に

一

五
世
紀
は
3
丨
.ロ
ッ
ソ
.経
済
の
衰
退
期
で
，あ
.っ 

た
か」

は

第一.
g

回
国
際
歴
史
家
会
議
.に
お
け
る
報 

告
で
、
い
お
ゆ
る「

衰
退」

，
と

か

「

沈
滞」

：
の
内
容 

が
、
国
又
は
地
方
♦
産

業

•
階
級
^

よ

り

多

様

，で

あ

. 

る
郴
を
指
摘
し
つ
つ
、
，「

.ョ
I

ロ
ッ
パ
経
済
の
ふ
貢
退 

现
象
が
，、
：当
時
支
配
し
て
い
た
生
産
様
式
の
歴
史
的
_ 

運
命
や
：所
有
の
配
分
と
性
格
と
に
お
け
る
変
化
や
、
. 

諸
階
級
の
相
互
関
係
お
よ
び
.階
級
闘
争…

:
•
ふ
る
い 

も
の
の
衰
退
と
あ
た
ら
し
い
も
か
の
成
長
之
しV

お
，
 

こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
進
歩
の
指
標
で
は
な
.か
ろ
う 

か
？」

(

邦
訳
六
，一
H
。
傍
点
引
用
者)

と
い
う
問 

題
を
提
起
し
て
、
あ
る
.程
度
の
.見
透
し
を
，述
べ
て
い
，
_ 

る
。
、
こ
の
問
題
は
ポ
：ス
タ
ン
の
著
名
な
短
編
二
五

他
紀
ぢ
に
^
4
.て
.も
、
:'
不
明
瞭
な
が
あ
も
提
起
：洛
れ
：

H

い
.る
^

^
本
論
次
末
尾
::
-
:

(

邦
訳
六
八
頁)

ば
.見
寧 

な

:#
法
^

ポ
し
^

.\
>
る
。''
'
^
ム
，.教
^

^

.

「

ィ
.ギ
：.リ
：ス
.... 

封
建
制
度
の
特
質」

'
を
批
判
し
た
®
:il

論
文
中
'
‘
^
.
; 

央
.集
権
国
家
で
あ
.る
，と

.い
'.'う

-事
..が
.，
ィ
ギ
.
n
yス..

封
.. 

建
制
の
崩
壊
.卩
資
本
主
義
の
成
*

に
.ど
：の
.様
に
有
利 

に
作
用
ル
た
か
と
い
う
点
の
指
摘
-
A
1
4寅
以
下) 

は

興

味

深

い

。
，
，
：

「

'
ー
.四"1
,
1
.
.
五

世

紀

：
に

：
私

け

る

：
い
：
わ 

ゆ

る

/
,

『

封

建

制

度

の

危

機

』

，
に

つ

：
い

て

」

.に•お
：；，

て 

バ
ル
.グ
は
W

,
ア
.
l
^々
^

M

,

M

,,-
K

»

v

©

:
-

業
績
を
-

SJ

り
あ
げ
、
人
ロ
増
減
.
|
>穀
物
市
況9.

変

動

- 

と
い
う
線
で
封
建
危
機
を
説
明
す
る
誤
謬
を
批
判 

し
、「

危
機」

.
の

中

に

衰

退

と

前

進

：

の
：：

反

映

を

見

出
 

す

べ

.
き

だ*'
>

す

る
:°
バ

：
ー

ニ

ニ

更

な

ど

)

.
。

.
第

n

部

の

ス

カ

.
ス
.
キ

ン

'
/
西

ョ

.
| 

ロ
ッ
パ
農
業
に 

お

.
け

4

資

本

主

一

義

発

生

史

'

め
問
題
に
ょ
せ
て」

お

-.
J
;

ザ
ラ
ヴ
.

ロ
..

フ
ス
.
キー

西

部

な

ら

び

，
に

東

部

.
ョ

ー 

口
.. 

ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
原
始
的
蓄
積
の
問
題
^

ょ
.

せ

. 

て」

：
は
、
資
本
主
義
発
展
の
'「

ニ
つ
.
.
の

道

」

..に

関

す
 

る
論
文
：で
ぢ
る
。.
農
業
に
：お
け
る
資
本
主
義
の「

プ 

ロ
シ
ア
的
な」

道

と

「

ア
メ
リ
カ
的
な
,-
道
と
、「

ィ

. 

ギ
リ
ス
的
•
.フ
‘ラ
シ
ス
的
変
種i
の

道

の

H
f
l
.
s:
‘

相
異
な
る
道」

.
(
一

五
三
貢
以
下
。
傍
点
引
用
者)

と
' 

は
ど
う
い
う
事
な
の
で
あ
ろ
：う
か
。
コ
ル
ホ
フ「

封
建 

制
度
か
ら
資
本
主
義
へ
：の
移
行
に
か
ん
す
る
討
論」

は
最
も
内
容
豊
富
•で
興
味
あ
る
論
文
で
あ
っ
て
、
例 

の
ド
ッ
ブ
•

.

ス
ウ
イ

ー

ジ
I

.

.ヒ
ル
ト
ン
.
高
橋
幸

八
郎
氏
ら
の
.

「

移
行
論
令」

を
論
鄭
し
た
も
の
で
あ 

.

.
る
':
:
>
.-'
'
'コ
：ル
.
"
フ̂
技
.概
し
1:
,
.ス
*>
'
'
^
.
-
^
.

ジ
ー
.
に
.
反

対

す
 

衾

場

に

立

っ

そ

、
は

.
い

る

が

、

r
M
1
2
人

‘
商

人

に

従
 

風

ず

る

，
手

B

業
生
産
：

」

や

「

大
規
模
な
^
巾
マ
ニ
ュ 

フ
.ァ
ク

チ
ュ
ァ

」

や

.，

「

国
家
的
強
制
措
置
の
役
割
を 

あ
.き
ら
.か
に
.過
小
評
価J

.

す
る
ド
ッ
プ
特
.に
..高

橋

幸
 

八
郎
氏
の
見
解
に
明
白
な
疑
問
を
表
明
し
て
い
る
. 

(

'一
八
六
®

。，「

戶
丨
口
ッ；

ハ
諸
国
に
.お
い
て
到
達
. 

さ
れ
た
社
会
的
分
業
の
度
合
に
.よ
っ

て
条
件
づ
け
ら 

れ
、た
商
業
の
.，'
一
定
；
の

発

展

水

準

」

.

「

商
業
の
発
展
は
、

'社
会
的
分
業
の
成
長
に
'よ
っ
.
.て
条
件
づ
け
ら
れ
た
も
. 

の
で
あ
り
、
：
こ
れ
は
、
：社
会
的
分
業
が
現
象
す
る
経 

済
的
形
態
で
あ
る
：

」
(

一
九
〇
茛
。
，傍
点
原
著
者)

と
_ 

か
れ
が
い
う
時
、：「

質
易
仲
介
人
と
し
て
の
商
人
の 

專
門
活
動
が
、窮
局
に
お
.い

て

交

換

，
の

発

展

と

、

——

 

そ
れ
と
>
も
'に
I

社
会
的
分
業
の
発
展
と
を
よ
び 

亦
こ
し
：た
。J

.
(

ピ
レ
ン
ヌ)

の
で
は
な
く
、「

こ
の 

.よ
う
な
考
え
に
反
駭
す
る
路
線」

す

な

わ

ち「

分
業 

の
成
長
は
、
社
会
発
展
の
も
っ
と
も
強
力
な
て
こ
の 

一
つ
祀
あ
.っ
た」

_
と
：い
う
時
、
か
れ
.は
問
題
の
所
在 

を
ほ
り
あ
て
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か(

一
九
〇 

—

一...
九

.一...
頁)

。
へ「

労

働

生

産

性

の

上

昇

を

.め

ざ

す

直
 

.

接
生
産
者
自
身
の
志
向
/
農
民
お
よ
び
手
エ
業
者
自 

身
の
経
営
上
の
創
意
性
と
生
産
活
鼢
の
成
果
に
た
い 

す
る
関
心
こ
そ
が
、
封
建
制
度
の
も
と
に
お
け
る
経 

済
的
発
展
め
基
本
的
な
推
進
力
、
:『

第
一
の
原
動
力』 

な
の
で
あ
る」

((.一.

九
六
.
5

:

と

い

う

観

点

を

'

「

生

歴
技
術
に
お
け
る
諸
変
化」

(

一.九
八
頁)

と
い
う 

観
点
^
ょ

.?

.
:て
海
乱
さ
^

^
ホ
れ
ぱ
、3

コ
ル
^
■
フ
論
：
. 

文
は
中
々
示
唆
に
と
.む
も
一
の
と
：い
え
る
セ
あ
ぢ
う
。
 

巻
末
の
ス
カ
ン
ス
ゼ
ン
M.
'
r西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
石
絶
. 

対
主
義
め
問
題
^-
は
令
フ
ル
i>
,
w
ア

ジ

，
丨

」

，
と

い

う

，
： 

極

めK

不

明

確

な

概

念

を

明

確

.に

規

,

る

必

蓖

が

:?
;

あ
る
。
:

:

:

.

.

, 

.

;'
■

'.
で 

ノ
 

：
：
:
'

全
体
と
1 >

て
求
書
は
わ
が
| 1
:

の
西
洋
経
满
史
の
拼
.
. 

究
に
と
っ
て
、
部
分
的
に
興
味
.あ
.
る
論
点
を
含
む
と
：
. 

は
い
え
、
決
定
：i

に
m

要
な
、
,■
'
'ま
あ
た
■'
^

o
し

い

論

点
.'
■. 

を
有
し
；て
い
.
る
か
ど
：う
か
疑
わ
し

.い

。

ハ
ー
一
一
一
書
房
.
， 

刊

.

B

6 

,
ニ
三
七
頁
丄
ハ
五
0
円)

',

中
村
：
'
勝
己—

：

.

.

.

.

:--

.

'
 

.

.

. 

-
•
. 

.

.
副

島

嵇

典

編

著
''
:
：
，

':
.
:

V

 

V

.

- /
•;

.

:■
'

『

ソ
ゲ
エ
ト
経
済

Q:

歴
史
公
理
論』

.
第1

冒
世
界
大
戦
後
、

V.

世
界
経
済
の
芯
で
.領
域
、

人
ロ
に
大
き
^

比

率

を

し

：め

世

界

市

場

を

ニ

，分

し

て
 

来
た
见
会
蒙
経
済
の
発
展
は
自
覚
し
“い
ヰ
の

「

が 

あ
る
。
•-
■，
，
ー

国

社

会

主

韻

と

し

て

展

開

し

だ

y.
t

モ

ト

“
： 

経
済
に
：対
し
ズ
漸
た
に
琢
わ
れ
た
抵
会
主
義
経
済
群
.-
- 

は
：
中
国
の
：主
張
す
苓
：
妥
数
社
浍
主
義
谓
統
-;
の
-:
. 

原
理」

を
み
ざ
ぼ
で
.
も

なく
、
.様
.'々
の
角
庇
が
ら
社，：： 

会
主
義
経
済
を
質
ぬ
く
法
則
性
：の
体
系
北
に
新
し
い 

問
題
^
提
起
し
つ
'
?
あ
^

こ
の
ゝ
ょ
ぅ
.
な
^

期
に
';■

は
.
そ

の

»
先
進
国
"
と
し
て
の
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の 

発
展
と
そ
の
内
蔵
す
る
諸
問
題
の
理
論
的
整
理
と
位 

置
づ
け
を
行
:'
5

こ
と
が
不
可
欠
の
要
請
と
な
る
。
本 

書
は
ま
さ
に
そ
.の
ょ
ぅ
だ
要
請
に
答
え
て
い
る
の
で

:

あ
る
。
,:
:

.

-
.
■
内
容
は一

.1

部
に
わ
：か
れ
、
第
一
部
はI

九

一

七
年 

.
ツ
ビ
工
：.ト
に
社
会
主
'義
経
済
の
確
立
す
る
-以
前
か 

;:
•
ら

、
国
民
経
済
.の
復
興
ま
で
を
富
岡
裕
氏
、
社
会
主 

義
他
工
業
化
の
.展
關
と
農
業
策
団
化
へ
'
の
着
手
か
，o 

:
:

社
会
主
義
袖
改
造
.の
完
了
、
第
三
次
五
力
年
計
画
へ 

办
.着
手
ま
で
が
岡
本
正
氏
、
破
時
経
済
か
ち
平
和
経 

,

済
へ
の
'切
替
.え
；.か
■.ら

物

価

引

下

げ

と

ル

ー

ブ

リ

の

金
 

ノ
建
制
ー
の
移
行
，
国
内
体
制
：の
編
成
替
え
"

ス
タ
I
 

..

卩
ン
体
制
か
ら
フ
ル
夕
チ
ョ
グ
へ
、
.農
エ
業
の
一
層 

:
•■
■:高
い
R

標
ベ
の
堯
展
ま
で
が
副
島
種
典
氏
の
分
担
と
. 

*-
'-
.
-な
0

て
い
.る
0 

'

:
:

>

-.
o
歴

史

の

：部

分

で

の

.

特
徴
は
，
：
従
来
阶
り
が
ち 

で
：：あ
.つ，た
政
策
=
.
.方
針
^
か
，ら
0
*あ
'る
べ
き
方
向
"

,
の
解
明
を
ざ
け
，
事
実
を
.そ
：の
ま
ま
克
明
に
あ
と
づ 

. 

'
.
け

て

;1
1
論
的
整
通
を
与
え
：る
.と
.同
時
に
、
現
在
社
会 

主
韻
経
済
学
と
し
て
も
ソ
.
ビ
-:
ト

経

済

論

と

し

て

も
 

,
問
題
に
.な
る
べ
き
箇
所
を
：前
成
的
に
扱
' っ
て
い
る
点
.

':
で
'、
準
な
る
歴
史
.で

ば

な

い

ァ

'

.

:

へ
 

'第
■

部
は
社
会
法
義
の
経
済
理
論
と
銘
ぅ
た
れ
、'
, 

y

 

I

、
社
会
主
霧
価
格
決
定
の
：メ
ヵ
5

ム
：(

原
価 

k

計

算

。
、
；
：
同

猶

生

產

物

の

生

産

力

「

原

価」

.

.
水

準

問

の
 

,

格

差

の

廪

因
,.
単

，
ー
、
.「

価

格」

.と

格

差

「

価

格」

。

「

農
産
物
価
格
。
御
売
価
格
と
小
売
価
格)

.が
藤
|1
1
輅 

氏
'、
n
、「

，投
資
効
率」

の
諸
問
題(

投
資
効
率
の
絶 

対
的
指
標
。
投
資
の
相
対
的
効
率
測
定
。
国
民
経
済 

バ
.ラ
シ
.ス
理
論
と
の
関
連
、
及
び
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る 

'論
爭)

，
が
望
月
喜一

氏
、
冚
、
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス 

論
、
中
野
雄
策
氏
と
な
っ
て
お
り
、
取
上
げ
る
べ
き 

.問
題
は
余
り
に
.多
い
が
こ
こ
で
は
ふ
れ
え
な
い
。

'

副
島
氏
の
'下
、
斯
学
界
中
堅
若
手
第
一
線
に
ょ 

る
、
社
会
主
義
経
済
学
の
当
面
す
る
課
題
の
ソ
ビ
エ 

.
ト
経
済
に
密
着
し
た
理
論
的
展
開
乃
至
整
理
は
、
今 

:

後
こ
の
分
野
で
の
討
論
の
ま
®
に
大
い
に
寄
与
す
る 

と

同

時

に

.'
分
野
.の
外
の
人
々
に
社
会
主
義
経
済
邢 

論
の
理
解
を
効
果
的
.に
す
す
め
る
で
あ
6
ぅ
こ
と
は 

疑
ぅ
余
地
が
な
い
。

こ
れ
^
ひ
き
い
れ
ら
れ
た
読
^
 

が
、
た
と
え
ば
五
八
年
め
、

ス
タ
ー
リ
シ
体
制
の
変 

'
革
に
つ
ら
な
る
管
理
組
織
の
改
正
、
農
業
制
度
の
根 

.
本
的
改
革
が
な
ぜ
、
そ
し
て
ど
の
ょ
ぅ
'に
実
現
し
た 

か
：、
そ

の
時
の
笊
耍
な
ポ
ィ
ン
ト
で
あ
る「

価
格」 

が
、
社
会
主
義
経
済
の
価
格
論
か
ら
ど
ラ
説
明
さ
れ 

る
か
、
又
投
資
効
率
論
と
価
格
論
の
関
連
、
な
ど
、
 

i

の
'理
論
的
整
理
^
理
論
の
進
化
の
つ
な
が
り
を 

求
心
て
立
ち
ど
ま
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ま
さ
に 

そp

読
者
が
そ
こ
か
ら
出
発
す
ベ
き
な
の
で
あ
る
。

ン(

日
本
評
論
新
社
，
ー
九
六
三
年
ー
〇
月
刊
.
A
5
. 
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